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第１回定例会臨時号

松丸修久議長、梅木伸治副議長が就任 
正副議長から辞職願が提出され、投票による選挙が
行われた。２ページに就任あいさつを掲載。

特別委員会委員を選任
広報特別・スポーツ施設設置検討特別。
松丸議長が各特別委員を指名。（４ページ）

一部事務組合議会議員を選挙
守谷市議会から選出した各議員の辞職により、投票
による選挙を実施。２ページに当選者を掲載。

議会活性化特別委員会が調査終了
市議会に対する信頼向上を図るための方策の検討を
目的とした特別委員会を解散。（４ページ）

議会運営委員、常任委員を選任
任期満了（２年）により、本会議において松丸議長
が各委員を指名。３ページに名簿を掲載。

滝下橋等拡幅整備促進特別委員会が調査終了
板戸井地区の交通渋滞の解消と通行者の安全確保を
目的とした特別委員会を解散。（４ページ）

議会の構成が変わりました
２月28日から開催された第１回定例会において、議長、副議長、一部事務組合議会議員などの選挙
が行われました。議会運営委員会委員、常任委員会委員、特別委員会委員なども選任されました。
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引
き
続
き
議
長
職
を
拝
命

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
守
谷
市
議
会
で

は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
市
議
会
と
し
て
、「
守
谷
市

議
会
基
本
条
例
」
を
は
じ
め
、

決
算
予
算
特
別
委
員
会
に
お
け

る
議
会
の
事
業
評
価
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
議
会
の
情
報
発
信

な
ど
、
議
員
が
一
丸
と
な
り
、

議
会
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
後
の
守
谷
市
議
会
の
取
組

み
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き「
市

民
の
た
め
に
、
進
化
し
続
け
る

守
谷
市
議
会
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
議
会
改
革
を
地
に
つ
い
た

も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
第
一
点
目
と
し
て
は
、

守
谷
市
の
条
例
関
係
を
精
査
し

て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
執
行
部

の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
、
議

会
と
し
て
詳
細
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
条
例
の
改
廃
を
目
標

に
各
常
任
委
員
会
所
管
の
条
例

の
検
証
を
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
検
討
し
て
変
え
る

べ
き
も
の
は
変
え
て
い
き
、
必

要
な
い
も
の
は
廃
止
し
て
い
く

と
い
う
作
業
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
事
務
・
法
定
受

託
事
務
と
し
て
執
行
部
が
執
行

し
て
い
る
事
業
を
洗
い
出
し
、

そ
れ
ら
の
執
行
に
何
等
か
の
議

会
の
関
与
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
も
大
き
な
目
的
に

な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
２
年
前
か
ら
各
常
任
委

員
会
に
課
し
て
い
る
単
年
度
の

検
証
課
題
の
２
つ
の
う
ち
の
ひ

と
つ
は
条
例
の
検
証
に
充
て
て

い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
と
し
て
は
、
２
年
間

の
試
行
期
間
を
経
て
、
広
報
特

別
委
員
会
が
設
立
で
き
ま
し

た
。こ
の
委
員
会
の
も
と
で
は
、

情
報
発
信
は
も
ち
ろ
ん
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に
よ
っ
て

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
読
み
や
す
い
議
会
だ

よ
り
の
発
行
、「
守
谷
市
議
会

基
本
条
例
」
の
中
に
明
記
さ
れ

て
い
る
「
議
会
報
告
会
」
の
開

催
の
主
幹
、
議
会
中
継
の
委
員

会
ま
で
の
拡
大
の
検
証
と
実
施

等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
点
目
と
し
て
は
、
議
会
改

革
推
進
会
議
の
設
立
に
よ
り
、

議
会
の
品
位
と
信
頼
の
回
復
の

た
め
の
協
議
を
し
て
い
た
だ

き
、
新
た
な
議
員
の
品
格
維
持

の
た
め
に
必
要
な
条
例
制
定
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

あ
る
「
守
谷
市
政
治
倫
理
条

例
」
の
改
廃
も
含
め
た
広
い
議

論
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
た
だ
批
判
す
る
ば
か

り
の
議
会
で
は
な
く
、「
責
任

を
と
る
議
会
」「
す
べ
て
の
事

業
の
執
行
の
責
任
は
議
会
に
あ

る
」
と
い
う
考
え
を
基
に
必
要

な
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
議

会
を
目
指
し
て
尽
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
守
谷
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

松丸　修久 議長松丸　修久 議長

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ 梅木　伸治 副議長梅木　伸治 副議長

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
推

挙
に
よ
り
ま
し
て
、
再
び
副
議

長
の
要
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
こ
の
う
え
な

い
光
栄
に
存
じ
る
と
と
も
に
、

そ
の
任
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
松
丸
議
長
の
補
佐
役

と
し
ま
し
て
、
ま
た
、
皆
様
方

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
こ
の
名
誉
あ
る
職
を
汚
さ

な
い
よ
う
、
一
生
懸
命
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
ひ
と
え
に
お
願
い
い
た

し
ま
し
て
、
副
議
長
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議
会
構
成
が
変
更

　

２
月
28
日
か
ら
行
わ
れ
た
第

１
回
定
例
会
で
は
、
議
長
と
副

議
長
の
選
挙
や
常
任
委
員
会
委

員
と
議
会
運
営
委
員
会
委
員
及

び
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
な

ど
が
行
わ
れ
、
議
会
の
構
成
が

別
表
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
員
は
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
ひ
と

つ
の
常
任
委
員
に
な
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
守
谷

市
議
会
の
委
員
会
条
例
で
は
、

議
会
運
営
委
員
と
常
任
委
員
の

任
期
を
２
年
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

議
会
の
委
員
は
、
議
長
が
指

名
し
て
選
任
し
ま
す
。

　

初
め
に
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
が
行
わ
れ
、
次
に
一
部
事
務

組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
議
長
選
挙

　

松
丸
修
久
議
員
が
議
長
に
当

選
し
ま
し
た
。

○
副
議
長
選
挙

　

梅
木
伸
治
議
員
が
副
議
長
に

当
選
し
ま
し
た
。

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
議
員
と
常
総
衛

生
組
合
議
会
議
員
を
選
出

　

２
月
28
日
を
も
っ
て
常
総
地

方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議

会
と
常
総
衛
生
組
合
議
会
の
議

員
が
辞
職
し
た
た
め
、
投
票
に

よ
る
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
に
は
、
市
議

会
を
代
表
す
る
議
員
を
選
出
し

て
い
ま
す
。

○ 

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　

長
谷
川
信
市　

議
員

　
　
　
　

伯
耆
田
富
夫　

議
員

　
　
　
　

松
丸　

修
久　

議
員

の
３
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

※
常
総
市
、
取
手
市
、
守
谷
市
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
で
構
成
し
、

総
合
運
動
公
園
や
ご
み
処
理
施

設
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
消

防
な
ど
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

○
常
総
衛
生
組
合
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　

高
梨　

隆　
　

議
員

　
　
　
　

寺
田　

文
彦　

議
員

の
２
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

※
常
総
市
、
守
谷
市
、
坂
東
市
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
で
構
成
し
、

し
尿
処
理
施
設
の
運
営
や
し

尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
収
集
運
搬

事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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議
会
運
営
委
員
会梅木　伸治 伯耆田富夫 佐藤　弘子 高橋　典久 高木　和志 関口有美重 青木　公達

副委員長
市川　和代

委員長
又耒　成人

又耒　成人 梅木　伸治 関口有美重 山田美枝子
副委員長
長谷川信市

総
務
常
任
委
員
会松丸　修久 伯耆田富夫 佐藤　弘子 末村英一郎 青木　公達

副委員長
寺田　文彦

委員長
高木　和志

都
市
経
済
常
任
委
員
会

委員長
市川　和代

文
教
福
祉
常
任
委
員
会渡辺　秀一 高梨　　隆

副委員長
高梨　恭子

委員長
高橋　典久

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き

議
会
改
革
推
進
会
議
を
設
置

　

３
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
守

谷
市
議
会
基
本
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
守
谷
市
議
会
改
革
推
進

会
議
が
設
置
さ
れ
、
議
長
が
委

員
を
指
名
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

正
副
会
長
も
互
選
さ
れ
た
。

○
議
会
改
革
推
進
会
議

・
所
掌
事
項
…
議
会
改
革
の
推

進
及
び
議
会
基
本
条
例
の
検
証

に
関
す
る
こ
と
・
そ
の
他
議
長

が
議
会
議
会
改
革
推
進
会
議
の

目
的
の
達
成
に
必
要
と
認
め
る

こ
と
。

　

会　
　

長　
　

市
川　

和
代

　

副
会
長　
　

末
村
英
一
郎

　

委　
　

員　
　

長
谷
川
信
市

　
　

〃　
　
　

青
木　

公
達

　
　

〃　
　
　

関
口
有
美
重

　
　

〃　
　
　

高
梨　

恭
子

　
　

〃　
　
　

佐
藤　

弘
子

　
　

〃　
　
　

伯
耆
田
富
夫

　
　

〃　
　
　

梅
木　

伸
治

川名　敏子 佐藤　剛史

議　長　　松　丸　修　久 副議長　　梅　木　伸　治

議会運営委員会
常　　任　　委　　員　　会

総務常任委員会 都市経済常任委員会 文教福祉常任委員会

◎又　耒　成　人
○市　川　和　代
　青　木　公　達
　関　口　有美重
　高　木　和　志
　高　橋　典　久
　佐　藤　弘　子
　伯耆田　富　夫
　梅　木　伸　治

◎高　木　和　志
○寺　田　文　彦
　青　木　公　達
　末　村　英一郎
　佐　藤　弘　子
　伯耆田　富　夫
　松　丸　修　久

◎市　川　和　代
○長谷川　信　市
　山　田　美枝子
　関　口　有美重
　梅　木　伸　治
　又　耒　成　人

◎高　橋　典　久
○高　梨　恭　子
　高　梨　　　隆
　渡　辺　秀　一
　佐　藤　剛　史
　川　名　敏　子

◎委員長　○副委員長
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３
月
３
日
に
新
た
な
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
議
長
が
委

員
を
指
名
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

正
副
委
員
長
も
互
選
さ
れ
た
。

○
広
報
特
別
委
員
会

・
設
置
目
的
…
守
谷
市
議
会
だ

よ
り
の
編
集
・
発
行
及
び
そ
の

他
広
報
・
広
聴
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
。

　

委
員
長　
　

川
名　

敏
子

　

副
委
員
長　
　

青
木　

公
達

　

委　
　

員　
　

高
梨　

隆

　
　

〃　
　
　

渡
辺　

秀
一

　
　

〃　
　
　

末
村
英
一
郎

　
　

〃　
　
　

山
田
美
枝
子

　
　

〃　
　
　

寺
田　

文
彦

　
　

〃　
　
　

関
口
有
美
重

　
　

〃　
　
　

市
川　

和
代

　

３
月
３
日
を
も
っ
て
、
特
別

委
員
会
委
員
を
辞
任
す
る
届
出

が
議
長
に
提
出
さ
れ
許
可
さ
れ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
改
め
て
委

員
を
選
出
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
正
副
委
員
長
も

互
選
さ
れ
た
。

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
設
置
検
討
特

別
委
員
会

・
設
置
目
的
…
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
市
民
の
健
康
の
増
進
、
青

少
年
の
育
成
及
び
高
齢
者
の
た

め
の
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
運
動
施
設
の
活
用
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
市
内
に
お
け
る
運
動
施

設
の
設
置
及
び
整
備
を
検
討
す

る
。

　

委
員
長　
　

高
橋　

典
久

　

副
委
員
長　
　

長
谷
川
信
市

　

委　
　

員　
　

青
木　

公
達

　
　

〃　
　
　

佐
藤　

剛
史

　
　

〃　
　
　

山
田
美
枝
子

　
　

〃　
　
　

高
梨　

恭
子

　
　

〃　
　
　

高
木　

和
志

　
　

〃　
　
　

川
名　

敏
子

　
　

〃　
　
　

梅
木　

伸
治

タ
ー
の
運
用
を
開
始
し
、
平
成

25
年
６
月
27
日
か
ら
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
運
用
も
開
始
し
、
議

会
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。

　
「
議
会
基
本
条
例
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
10
月
23
日
か

ら
平
成
26
年
２
月
19
日
ま
で
11

回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催

し
、
条
例
の
策
定
及
び
各
種
要

綱
の
策
定
を
し
、
平
成
25
年
第

４
回
定
例
会
で
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
、
平
成
26
年
３
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

条
例
に
つ
い
て
は
、「
総
則
」

「
議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則
」

「
市
民
と
議
会
の
関
係
」「
市
長

と
議
会
の
関
係
」「
議
員
間
の

自
由
討
議
」「
委
員
会
」「
政
務

活
動
費
」「
議
会
及
び
議
会
事

務
局
の
体
制
整
備
」「
議
員
の

政
治
倫
理
、
身
分
及
び
接
遇
」

「
議
会
改
革
等
」
の
全
10
章
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

要
綱
に
つ
い
て
は
、「
一
般
会

議
」「
議
会
報
告
会
」「
議
会
改

革
推
進
会
議
」
に
つ
い
て
策
定

し
、
運
用
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
条
例
が
形
骸
化

し
な
い
よ
う
、
見
直
し
手
続
き

に
つ
い
て
明
文
化
し
、
当
条
例

の
目
的
達
成
に
つ
い
て
の
検
証

を
す
る
母
体
と
し
て
「
議
会
改

革
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
継

続
し
て
議
会
改
革
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
た
。

交
通
規
制
に
よ
る
渋
滞
緩
和
対

策
に
重
点
を
お
い
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
茨
城
県
竜
ヶ
崎

工
事
事
務
所
に
お
い
て
「
国
道

２
９
４
号
大
解
寺
前
の
４
車
線

化
」
や
「
小
絹
東
左
折
レ
ー
ン

設
置
」
及
び
「
滝
下
橋
に
大
型

車
の
進
入
を
制
限
す
る
た
め
の

誘
導
看
板
設
置
」
な
ど
の
交
通

渋
滞
緩
和
策
が
実
施
さ
れ
、
滝

下
橋
の
交
通
渋
滞
解
消
と
通
行

者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
改
善

が
期
待
で
き
る
た
め
、
伯
耆
田

委
員
長
が
本
会
議
で
調
査
報
告

を
行
い
、
委
員
会
の
解
散
が
承

認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
今
後
の
当
該
地
区
の

諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
常
任
委

員
会
に
お
い
て
継
続
的
に
審
査

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
た
な
特
別
委
員
会
を
設
置

議
長
の
指
名
に
よ
り
委
員
選
任開かれた議会を目指して

市内のスポーツ施設

特
別
委
員
会
委
員
を
議
長
の

指
名
に
よ
り
新
た
に
選
任

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

が
調
査
を
終
了

　

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
議
会
活
動
の
充
実
・

強
化
及
び
公
開
性
や
透
明
性
を

軸
と
し
た
、
市
議
会
に
対
す
る

市
民
の
信
頼
向
上
を
図
る
た
め

の
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
し
た
。

　
「
議
会
の
情
報
発
信
」「
議
会

基
本
条
例
の
策
定
」
の
２
点
を

調
査
検
証
事
項
と
し
て
協
議
を

重
ね
た
。

　
「
議
会
の
情
報
発
信
」
に
つ

い
て
は
、
議
会
の
透
明
性
や
公

開
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
に
対
す
る
信
頼
向
上
を
図

る
た
め
、
協
議
を
進
め
た
結
果
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

を
行
う
こ
と
と
し
、
平
成
24
年

９
月
３
日
か
ら
公
式
ツ
イ
ッ

議会報告会のようす

　

平
成
24
年
第
２
回
定
例
会
に

お
い
て
、
滝
下
橋
及
び
板
戸
井

地
区
県
道
取
手
豊
岡
線
の
拡
幅

を
促
進
し
、
当
該
地
区
の
交
通

渋
滞
の
解
消
と
通
行
者
の
安
全

確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
し
た
。

　

調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く

中
で
、
滝
下
橋
は
ト
ラ
ス
式
の

た
め
、
構
造
上
拡
幅
が
で
き
な

い
こ
と
が
わ
か
り
、
予
算
的
に

架
け
替
え
も
難
し
い
こ
と
か
ら

滝
下
橋
等
拡
幅
整
備
促
進
特

別
委
員
会
が
調
査
を
終
了

渋滞解消が期待される滝下橋


